
平成27年度 奈良県食育作文コンテスト 入選作品 

優秀賞 「だいすきなおみそしる」 
 

天理市立前栽小学校 １年 山中 姫乃 
  
  

  わたしのいえでは、まいにちあさごはんのときとよるごはんのと

きにみそしるをのみます。おかあさんのみそしるは、とてもおいし

いです。それは、とくべつなおみそしるだからです。みそは、わた

しとおかあさんとおとうさんがつくったからです。 

 はじめにだいずをゆでてつぶします。ちからがいっぱいいります。

おまめのいいにおいがしてきます。つぎにこうじとしおをまぜます。

しかくいこうじをてでもみながらぱらぱらにします。なぜかてがつ

るつるになります。しおこうじとつぶしただいずをまぜます。どろ

だんごみたいにみそだんごをつくります。 

みそだんごをおとうさんがいれものにみそだんごをぎゅうぎゅうづ

めにいれます。とんとんしたらおかあさんがしおをぱっぱとかけま

す。ふたをしめるときおいしくなあれ、なつがおわるまでのおたの

しみとみんなでいいます。 

 あきになるとおいしいおみそができあがります。わたしのいちば

んすきなおみそしるは、ぶたじるとおくらのみそしるです。おかわ

りをいっぱいします。 

ほいくえんのきゅうしょくのせんせいがみそは、からだをつくるあ

かのたべものとおしえてくれました。わたしは、おみそしるをいっ

ぱいのむので、せがたかいとおもいます。これからもだいすきなお

みそしるをたくさんのみます。 


